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B 変更
建設工事に伴う地質調査の結果、支持地盤の値が得られず地盤改良工事が必要となったため、一部施工
内容を変更し工期延長により事業を実施する。
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改善についての取り組み
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その他財源は物品等売却代金を充当
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71,675

循環型社会形成推進交付金補助率１／３
起債補助：合併特例債９０％

その他財源は物品等売却代金を充当その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

その他財源は物品等売却代金を充当
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　 Σ

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

一般廃棄物の減量及び適正な処理は市の責務である。
既存の施設は老朽化が著しく、一般廃棄物を再資源化する施設の建設が急務である。

リサイクルを促進することにより循環型社会が形成される。

建設工事に伴う地盤改良工事の追加が必要となったため施工期間の延長が必要となった。

施設を更新することにより維持管理費等コスト面で効率性を図る。

(千円)

平成２４年度 計画内容
事 業 内 容
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　点検補修費

総合評価 事業の方向性
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事業の成果を測る指標

建設事業の進捗状況
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平成１９年度 決算内容

合理的、経済的かつ衛生的に処理し、資源化物としてリサイクル
が図れる。
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工事

1 式　点検補修費

　提案審査会委員報酬

整備事業
1 式 5,985

(千円)
リサイクルセンター

施設維持管理費

　

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

設計施工一括方式発注方式による提案審査会を開催し契約を締結し
た。　また、実施設計図書作成の為、地質調査等の補足調査等を行っ
た。

平成２２年４月に供用開始を計画していたが、業者選定や工法変更にかかる事象に不測
の期間が必要となり、平成２２年７月の供用開始が見込まれる。
リサイクルセンター建設工事の実施
　１．機械設備工事
　　１）受入供給設備、２）破砕設備、３）搬送設備、４）選別設備
　　５）再生設備、６）貯留・搬出設備、７）集じん設備、８）給水設備
　　９）排水処理設備、10）電気設備、11）計装制御設備、12）雑設備
　２．土木・建築工事
　　１）建築工事、２）土木工事および外構工事、３）建築機械設備工事
　　４）建築電気設備工事
　３．その他工事
　　１）その他建設工事に必要な工事

4
年間運営費

Ⅱ

対象等（何を、誰を）

家庭、事業所から排出される金属製粗大ごみ及び金属類、
びん類、アルミ缶、ペットボトル、プラスチック製容器包装等
のごみ。

（※対象件数

根拠法令・要綱等 循環型社会形成推進基本法

千円126,800
さくらリサイクルセンター市内の類似施設

2

総事業費 千円1,318,563

14配置（予定）人員 人

平成２０年度 決算内容

　

3

伊賀市治田３５４７番地の１３

約２０，０００㎡
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建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造
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16,00016,0008,000
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生活環境部清掃事業課

終了年度 平成
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馬場　幸雄 連絡先
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施工管理計画に基づいた事業の進捗状況
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